
乗 斤 尾皐  (∠ダ 干」)

朝起きられない

反抗期 は誤解

朝
に
起
き
ら
れ
な
く
な
る
障
害

「起
立

性
調
節
障
害

（Ｏ
Ｄ
）
」
の
当
事
者
や
家

族
を
支
援
す
る

「起
立
性
調
節
障
害
を
地

域
で
考
え
る
会
」
が
富
士
市
を
拠
点
に
発

足
し
た
。
中
高
生
の
発
症
が
多
く
、
反
抗

期
と
誤
解
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
障
害
。
○

Ｄ
を
扱
う
映
画
の
自
主
上
映
会
を
開
い
た

有
志
が

「上
映
だ
け
で
終
わ
ら
せ
て
は
い

け
な
い
」
と
、
医
師
ら
と
共
に
支
援
の
形

を
探
る
。

映
画

「今
日
も
明
日
も
負
け

犬
。

」
は
、
Ｏ
Ｄ
の
当
事
者
で

も
あ
る
福
岡
県
の
女
子
高
校
生

が
監
督
を
務
め
た
作
品
。
高
校

生
の
全
国
映
画
コ
ン
ク
ー
ル
で

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
各
地
で

上
映
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
富

士
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
む
計

５
回
の
上
映
に
約
１
６
０
０
人

が
参
加
し
、
参
加
者
が
障
害
や

対
策
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し

た
。上

映
会
を
企
画
し
た
小
児
科

医
、
飯
泉
哲
哉
さ
ん
（４９
）
＝
富

士
市
＝
は

「当
事
者
は
起
き
ら

れ
な
い
苦
し
み
に
加
え
、
周
囲

か
ら
は
怠
け
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
二
重
の
苦
し
み
と
闘

っ
て

い
る
。
上
映
会
の
大
き
な
反
響

か
ら
、
言
い
出
せ
な
い
人
も
た

く
さ
ん
い
る
の
で
は
と
改
め
て

感
じ
た
」
と
話
す
。

「考
え
る
会
」
は
、
富
士
で

の
上
映
会
の
実
行
委
員
会
が
趣

旨
を
継
続
す
る
形
で
活
動
を
開

始
。
障
害

へ
の
理
解
啓
発
や
、

当
事
者
と
支
援
者
の
交
流
を
支

援
す
る
。
問
い
合
わ
せ
は
飯
泉

さ

ん
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起
立
性
調
節
障
害
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
映
画
上
映
会
の
参
加
者

＝
富
士
市
の
ロ
ゼ
シ
ア
タ
ー

富
士
映
画
上
映
き
っ
か
け

企画 した飯泉医師

「周囲の理解必要」
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上映会を企画し、自身も当事者家族

の飯泉哲哉さんにODについて聞い

た。

一企画の経緯は。
「長女が中学生の時に発症し、学校

に行けなくなった。友人の手助けや学

校の援助があって高校には通うことが

できた。立ち直るには周囲の理解が必

要で、上映会は社会の認識が広がる好

機だと思った」
―どのような障害か。

「夜に眠れず朝に起きられない。思

春期にさまざまな不調が現れ、不登校

の3～ 4割がODといわれる。2005年

に小児心身症学会がガイドラインを出

し、教育機関などへの認知が進んでい

る」

―周囲にできることは。
「『気の持ちよう』『親の教育が悪

い』などは禁句。早期の治療や無理の

ない生活とともに、良好な親子、友人

関係が必要だと感じている」
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